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告訴・告発の意義・性

質から横領罪を例に設

例や書式例等を詳しく

学ぶことができました。

三支部合同研修会開催！
恒例の熊本中央、東南、北西の三支部合同研修会が、去る1月19日に城彩苑

内の多目的施設で開催されました。冒頭、東南支部の山内支部長が三支部を代

表して挨拶。研修に参加し約６０名を超える会員の皆様も今話題の家族信託や

実務面で大いに参考となる告訴・告発の講義とあって熱心に聞き入っていました。

新年が始まって早々の研修でしたが、行政書士としての専門知識とスキルアッ

プのための有益な時間を過ごすことができました。講師役のお二人

の先生方の熱心な講義と熊本地震を受けての踏み込んだ質問等も

あって、大いに充実した研修会となりました。

会の準備から運営に当たった各支部の役員からも、来期も三支部

合同で推進していきたいと声が上がっていました。

信託の基本から仕

組み、歴史的背景を

学んで事例研究まで

分かりやすく教えてい

ただきました。

講師：平川 理氏

講演2「告訴・告発について」講演1「行政書士と民事信託」

司会：川上会員

講師：堀田英治氏

研修後は和やかに懇親会

日髙中央支部長

研修を終えて、城彩苑の山見茶屋に移動して、
熊本中央支部の日髙支部長が参加者の今後の健康
と活躍を祈念して乾杯の発声。和やかな雰囲気の
中で三支部の会員相互の交流が図られました。


